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要介護認定の主治医意見書作成依頼書等の誤送付について    名古屋市介護認定事務センター（以下、「認定事務センター」という。）において、要介
護認定の主治医意見書作成依頼書及び主治医意見書（以下、「主治医意見書作成依頼書等」

という。）の誤送付がありましたので、ご報告します。  
記  

１ 経緯 
・５月２５日（火）、認定事務センターにおいてＡさんの認定申請に係る主治医意見書作

成依頼の変更にあたり、Ｂ病院へ送付すべきところ、誤って別の病院であるＣ病院へ

送付してしまいました。 
・５月２８日（金）１７時００分頃、Ｃ病院から認定事務センターへの連絡により、誤送

付が判明しました。  
２ 漏えいした個人情報  被保険者番号、住所、氏名、生年月日、年齢、性別  
３ 対応 
・Ｃ病院へは、５月２８日（金）に謝罪しました。誤って送付した主治医意見書作成依頼

書等については、郵送により返信していただき、６月２日（水）に書類の返却を確認し

ました。 
・Ａさんには、６月１日（火）１６時４５分頃、ご家族を通じて、電話にて事情を説明の

うえ謝罪しました。  
４ 原因 
・認定事務センターにおいて、ご家族から変更先の病院名を電話でお聞きした際、Ｂ病

院と記録するべきところ、別の方の書類に記載されていたＣ病院と誤認したまま記録

をしてしまいました。そのため、誤った記録を基にシステムへの入力及びダブルチェ

ックを行ったため、誤送付を防ぐことができませんでした。  
５ 再発防止策 
・認定事務センターにおける主治医意見書作成依頼書等の事務手順を見直し、正しい情

報の記録及びダブルチェックが確実にできるよう、改めて事務処理手順を徹底します。 
・認定事務センター職員に、朝礼、ミーティング等を活用し、個人情報の保護及び再発防

止について再度注意喚起を行いました。 


